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Association of cord blood chemokines and other biomarkers with neonatal complications 

























を行った。測定したサイトカインは、炎症性サイトカイン (TNF-α, IL-6, IL-1β, 
IL-1ra)、Th1サイトカイン(INF–γ, IL-2, IL-12(p70))、Th2サイトカイン (IL-4, Il-5, 
IL-10, IL-13)、Th17サイトカイン (IL-17)、ケモカイン (IL-8, IP-10, MCP-1, MIP-1α, 
MIP-1β, Eotaxin, RANTES)、増殖因子 (IL-7, IL-9, IL-15, G-CSF, GM-CSF, FGF, 
PDGF, VEGF)。 
【結果】 
臍帯血 N 末端プロ脳性ナトリウム利尿ペプチド (NT-pro BNP)、有核赤血球 
(NRBC)、尿中 β2-ミクログロブリン (β2-MG) は在胎週数が早い群ほど有意に高値を
示した。また臍帯血サイトカインプロファイルに関しては、Th1, Th2 サイトカイン
は低値で、増殖因子, ケモカインが高値を示した。特にケモカインである IL-8, MCP-1, 
MIP-1α は在胎週数が早いほど有意に高値を示し、新生児呼吸窮迫症候群 (RDS), 慢
性肺疾患 (CLD), 動脈管開存症 (PDA)などの新生児合併症との関連を認めた。同様
に臍帯血 NT-pro BNP、NRBC、尿中 β2-MG も RDS, CLD, PDAとの関連を認めた。
早産児 ( I+II 群) における 27 種類の cytokine と 3 種類の biomarker 全ての組み合
わせで解析したところ、IL-8は臍帯血NT-pro BNP (p=0.0311), NRBC (p=0.015)と、











一般検査データでは臍帯血 NT-pro BNP, NRBC, 尿中 β2-MGなどの臓器特異的バイ
オマーカーは在胎週数が早いほど高値を示したが、それぞれ心機能障害、子宮内低酸
素や貧血、腎機能障害との関連は認めなかった。 
子宮内炎症とサイトカインとの関係では、羊水中 IL-8が TNF-α, IL-6, IL-1βなど
の炎症性サイトカインとともに子宮内炎症や早産に関連するサイトカインとして報
告されている。また早産児の臍帯血サイトカイン測定で、IL-6, IL-8に加えてMCP-1, 
MIPの重要性についても報告がある。成人領域では、IL-8, MCP-1がメタボリックシ
ンドローム、動脈硬化症、心不全などの慢性炎症に関与していることが注目されてお
り、慢性心不全患者においては、IL-8, MCP-1と BNP値との相関が示されている。
このように疾患によらず、ケモカインは慢性炎症において中心的役割を担うことが示
唆されている。 
本研究で子宮内炎症に伴う早産や新生児合併症において、ケモカインである IL-8, 
MCP-1, MIP-1α が子宮内炎症の起点となることが示され、そのサロゲートマーカー
の有用性も示唆された。今後、子宮内炎症が疑われる症例において、胎児のケモカイ
ンやサロゲートマーカーの非侵襲的な測定ツールが開発されれば、母体への抗サイト
カイン／ケモカイン療法による早期介入が期待される。これにより妊娠期間の延長や
新生児合併症の軽減に寄与することが望まれる。 
 
